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土木学会海岸工学での発表内容

１．熱帯性海草藻場の概要と生態・機能の解説

２．熱帯性海草移植試験の既往事例

３．泡瀬地区での手植え手法による海草移植試験

４．海草移植試験のモニタリング結果・評価

５．今後の海草移植に関する展望・提案
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・熱帯性海草藻場の概要
　南西諸島に生育する熱帯性海草は、サンゴ礁に囲まれた浅い水域の砂地に、
単独種で生育するか、2～3種が混生して群落を形成している場合が多い。　　　
　近年の研究では、ウミヒルモ類が水深30ｍまで生育していることが判明

上空からみた熱帯性海草藻場 水深20ｍに生育するウミヒルモ類

熱帯性海草藻場の生育状況の概要　（リ－フの内側、外側）
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・熱帯性海草藻場の概要

南西諸島に生育する代表的な大型海草種

リュウキュウスガモ リュウキュウアマモ ボウバアマモ ベニアマモ

南西諸島に生育生育する大型海草種

地下茎
に鱗なし

細く
なる

丸くなる

円柱状になる

丸くなる

竹の皮の
ような鱗

地下茎に鱗

新芽

果実
（種子）

丸くなる

竹の皮の
ような鱗
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・熱帯性海草藻場の生態

リュウキュウアマモ ボウバアマモ ベニアマモ

熱帯性海草の生活史：　栄養株の分枝によって増殖する種

熱帯性海草の生活史：　地下茎の伸長と播種によって増殖する種

リュウキュウスガモの地下茎 リュウキュウスガモの果実と種子、発芽した幼体
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・熱帯性海草藻場の機能

基礎生産の高い場の提供、砂地盤の安定化　

熱帯性魚介類の保育・餌場、アオリイカ等の産卵場　

熱帯雨林に匹敵する生産速度 地下茎で、漂砂の防止・砂地盤の安定化

アイゴ類（スク）、ジュゴンの餌場 アオリイカ等の産卵場
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・熱帯性海草移植試験の既往事例
　熱帯性海草の移植試験は、沖縄県水産試験場が手がけ、糸満市土地開発
公社と石垣港工事事務所による例がある

糸満市南浜公有水面埋立事業

竹串と水ごけポットによる芝植え試験（活着できず）

土つき法による芝植え試験（活着・生育した）
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・熱帯性海草移植試験の既往事例

糸満市土地開発公社による試験

ベニアマモの芝植え手法試験ボウバアマモの芝植え手法試験
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・熱帯性海草移植試験の既往事例

糸満市土地開発公社、石垣港工事事務所による試験

混生した海草の芝植え手法試験 リュウキュウアマモの芝植え手法試験（石垣島）
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・泡瀬地区での手植え手法による海草移植試験

　中城湾泡瀬地区では、海に開かれ「国際性」 「海洋性」 「市民性」を備えた国
際交流リゾ－ト活動拠点、情報・教育・文化拠点の形成を目指した公有水面埋
立事業が環境アセスメント手続きを経て実施されています

環境アセスメント手続き

中城湾港泡瀬地区港湾整備計画
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・泡瀬地区での手植え手法による海草移植試験

　海草移植試験は、手植え法による活着、生育に関する基礎試験を３地点で実施

2m

2m

20㎝

20㎝

移植したアマモ株

レベル計

レベル計

レベル計

レベル計

レベル計

移植したボウバアマモ 移植したボウバアマモ

２０㎝ ２０㎝ ２０㎝
底土付き 底土付き

在来地盤

移植したボウバアマモの断面図

海草移植試験を実施した泡瀬地区の３地点

手植え法による植付け断面模式図 移植株の平面配置図



1212

・泡瀬地区での手植え手法による海草移植試験
　手植え試験では、優先種であるリュウキュウアマモ、ボウバアマモを移植

移植する海草 海草の移植 移植したボウバアマモ

移植場所st.Ⅱ 海草の移植 移植したリュウキュウアマモ
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・泡瀬地区での手植え手法による海草移植試験

　手植えで移植した海草は、活着・生育し１年後に藻場を形成

ボウバアマモの移植：平成１０年７月 移植後１年：平成11年７月

リュウキュウアマモの移植：平成１０年７月 移植後１年：平成11年７月
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・海草移植試験のモニタリング調査

　モニタリング調査では、海草の被度、株数・葉長の計数、レベル計の測定
　平成１０年７月～１７年１月まで実施（現在も継続）

海草の葉長、レベル計の測定方法

最大葉長の計測
　　　

レベル計 レベル計

レベル計の計測

モニタリング調査状況

ダイバ－によるモニタリング調査状況
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・海草移植試験のモニタリング結果・評価

　stⅡ、Ⅲでは、１年後藻場が形成・拡大し、リュウキュウアマモが優先した
　大型台風の来襲は、移植した海草の流失・埋没要因となり減耗　

移植海草の分布範囲葉長、レベル計の測定方法

移植後に来襲した台風 移植海草の株数の変化
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・海草移植試験のモニタリング結果・評価
　海底の貫入試験では、Ｓｔ.Ⅱ、自然藻場では貫入深度が深く、Ｓｔ.Ⅰ、Ⅲで浅い
　貫入深度の浅い海底では、サンゴレキが多く移植した海草の生育阻害発生 　

　泡瀬海域自然藻場では、高被度藻場での減少があり、台風が大きな要因と推定 　

藻場内の底質貫入試験結果

0

50

100

150

200

250

300

平成13年11月 平成14年11月 平成15年11月 平成16年11月

（ｈａ）

50%以上

50～10%

10%未満

泡瀬海域の自然藻場の変動 台風による海草藻場の減耗



1717

・海草移植試験結果の評価

１．移植した海草株は、１年以内に生育面積の拡大・株の再生産

2．形成された藻場は、周辺の自然藻場と一体になり長期に維持

3．藻場の長期的な維持は、生態系の保全技術として有効

4．底土付きの株移植は、地下茎を傷つけず海草の生育が良い

5．移植適地選定では、底質レキ量が自然藻場に状態が望ましい

・海草移植試験での結論　

１．熱帯性海草藻場の移植技術として、手植え手法の確立

2．熱帯性海草藻場は、亜熱帯域の藻場生態系の保全に有用
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・今後の海草移植に関する展望・提案

　熱帯性海草藻場への環境変化は、台風による波浪変化での漂砂や大流速の
発生、赤土による水質悪化での濁りの発生・拡散、透明度の低下がある。
　これらの環境変化は、海草株への流失、埋没、生育阻害を与え対策が必要
　

熱帯性海草の例

漂砂の発生 底泥の侵食 海草株の流失

台風による波浪変化

大流速の発生 底泥の堆積 海草株の埋没

濁り発生・拡散 赤土の付着 海草株の生育阻害

赤土による水質悪化

透明度の低下 水中光量の不足

環境変化 対象種への影響伝播経路

陸上の赤土畑 赤土による海草生育阻害海域への赤土流入



1919

・今後の海草移植に関する展望・提案

　大規模な藻場造成では、土木機械による海草移植施工の確立も重要　

バックホウ

台船

採取する海草

海草回収ボックス

バックホウと回収ボックスによる海草採取と移植施工の概要　

移植した海草

回収ボックスを傾斜させて
海草を移植する

回収ボックスを引き抜く 土を乱さずに移植する

回収ボックスによる海草移植手順

土木機械による海草移植施工

リュウキュウスガモによる種子移植（播種）、種苗生産、苗移植技術の開発

リュウキュウスガモの種苗生産 リュウキュウスガモ種苗の移植
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海草移植技術の確立では、水の中で汗をかき
　　　　　　　　　　　　知恵を絞り試行錯誤の試みが重要である

本日はどうもありがとうございました


